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を直撃する」（エコノミスト 2012 年 7
月 17 日）が具体的な試算を示している。 





































は相当に異なる。Business & Economic 
Review （2012 年 7 月）は加盟国ごと
に課題を取り上げた一連の記事を収録
している。野村敦子「タイの中小企業金
融の機能強化に向けた課題」は中小企業
の割合が多いタイにおける銀行金融の
現状を詳細に解説しており、今後マイク
ロファイナンスを拡大するための課題
や、日本から進出している中小企業支援
の観点を踏まえた議論なども展開して
いる。アジア危機の混乱にあって IMF
の政策処方とは一線を画したマレーシ
アにおける金融市場の深化の方向性に 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ついては、清水聡「マレーシアの金融部
門ブループリント 2011-2020 の意味」
に詳しい。一方、今後の潜在的成長力に
最も大きな期待が寄せられている国の
一つであるベトナムの場合、金融市場は
まだ未発展段階にあるといえる。先ずは
現状把握を促すものとして、伊藤隆康
「ベトナムの短期金融市場における指
標金利」が同国の金融機関と指標金利に
関する基本情報を整理している。 
 成熟市場と成長市場が抱える課題は
当然ながら異なる。併し、瞬時に莫大な
資本が国境を越える時代にあっては、一
国の金融混乱の余波は瞬く間に世界を
駆け巡る。ともすれば危機が過去の記憶
になりつつある今こそ、成熟市場も成長
市場も金融制度の設計や改良に思い切
った資源配分をすべきであろう。 
